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学業不振に関する研究
一一性格検査，親子関係，精神作業検査からのう彦事富一一
はじめに
.児童・生徒にとって1.真の学力を培う掌業おおさめるEむは社
会から蹴待されている重要な課題であるとともに.その成否は彼ら
の現実の生活適応に重大な影響をもたらすものである。しかし{自身
の生徒の学trc.対する関心・意欲 ・学業成績の実態についτ調べて
みると必ずしも高い水準にあるというわけではなく .trしろ， ζの
ままの状態であるならば.危険だと思われる生徒も数多いのである。
長近特化中学校においτは.実力のi成というととから補習指導が
強化され ，実力テス トや模搬テストなEを無計画区実施し，その得
点を問題にし評価している。その結果学業不振で苦しか生徒は，劣
等感を深刻にしているので学業の振おない生徒がますます取り残さ
れる心配がある。ややもすると今日の進歩した教育の組織の中では
個人の心の中の問題や.億人の主観的な心の内面にふれるようなき
めのとまかい教育がうま〈おとなわれにくいのではないだろうか。
学柔不振の児童 ・生徒は.単に学業不振というーつの固定した~態
にとどまっているだけでな<.彼らの心の中では .徐々 にゆがんだ
感情が高まっていくであろう。とのような意味から学業不振に関す
る研究をとりあげて，あすからの学習指導ならびに生徒指導の上に
役立てていきたい。
I研究の構想、
1 主題設定の理由
児童 ・生徒の学業は，知能テストの結果が高〈ても.本人@心身
の状態や環境条件により学習に力を集中しないか.集中できない場
合には.その成紙1上がらないと考える。
知能K応じた学力を発得しない児童・生徒11.ややもすると祉会
的適応や行動に障害が起ζり，情緒の安定を失い学習機感，学習態
度不良に陥ってしまうのである。学業不振の問題は，児童・生徒の
問題行動同織に浸境的な面，情緒的な面の研究がなされなければな
らない。
2 研究の目的と対象
知機と学力との関係をしらべ，知能K比べてT.xi((の振わないもの
と，知能に比べて比較的学力の高いものとの2群に分け .ζの2群
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について学力を左右すると考えられる婆図について明らかにし.学
業不振生徒に対する指導の手がかりを得たい。
3 調査研究の方法
(1) 調査対象 柏崎市立第三中学校・l年(1クラス)4 6人
(~ ) 実態調査 ・家庭環境調査(家族数，同胞順位.1業)
・個人調査(行動，性絡 .学習.身体.教科他)
(3) 実施する諸検査 (知能験査.学力検査.性格t監査.親子
関係診断テス ト，クレペI)/f高神作業
検査)
(~ ) 知憶と学力との関係についてしらべる。
(5 ) 上位群.下位mの選定を行なう。
(6 ) 事例研究
。上位群と下位群の性格特設をしらベ，学業不振の原因と恩
われる要因についてあきらかにする。
。上位群と下位ifの規子関係をあきらかにし .学業成績との
関連についてしらべる。
。クレペリン精神作業検査により，下位悦生徒の精神活動の
綴拘をあきらかにし，伺々 の生徒の鯖神的特徴を理解する。
E知能検査と学力検査の実施結果
1 学業不振について
まず学柔不~の意味を明確にする必要がある。学業不話えというと
とばは，すでにわかりきったととばのようであるが，よ〈考えると
実はそれほど明縫なものではない6 通常学業不娠ということばは，
次の三つのような意味で用いられている.(!)-ー 定の教育目標に到達
していない児童・ 生徒を学業不振と考える立場 .@司学年の平均学
力水準に到達していない児童・生徒をき幹業不振と考える立場 .@個
人のもっている知l:水準に比べて .学力水準が低〈なっている児童
・生徒を学業不娠と考える立場。とのように学業不娠を三つの意味
かられられるのである。~ゅの意味を検討してみるときわめ
てあいまいで .多くの問題点があるのである。学業不振のためにい
ろいろな適応障害が発生し，情緒の安定を欠き.深い苦しみを味わ
っている多〈の児意 ・生徒がいるととは疑う余地のないζとであるe
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2 学業成績の要因について 1 性格類型について
学業成畿は知能のみによって決定されるのではない。学習者の努 矢田部ギル7才ド性格検査では.その鉱泉の傾向を次の4類型に
カ，熱心さなどの条件や環筏条件が大きな要因である。学業成績を わけてある。
左右するものの中には家庭.特許こ綾子関係が大きな影響を与えると o平凡型 (A型) 全く平均約な状態を示す人で.万事につけて平均
とを考えなければならない。 的調和的で適応的なタイプ。
。安定積極型 (B型) もっとも煙想的な人格の持主で.情緒的K
8 知能倹査と学力検査の関係 安定し社会的適応もよく.活動的で対人関係もうまくいくタイプ。
。安定消極無気力型 (C型) お主なし〈消極的で安定した人格で
知能は.問中B式知能検査実施の結果であり，学力は.図研式標;: ~荷が活乾性がな〈内向的なタイプ。
準験査の数学と国語の ~fl科の平均偏差値であるe 知能と学力の相 o不安定禍極不適応型 (0型) 情緒不安定，社会的不適応，内向
関係数をしちべたら.O.H 3で相関がかなり高いととがわかった。 的が特徴で .ζの型の典型的な人は/イローゼまたはノイローゼ
気味の強い人である。
4 上位群，下位群の選定 。不安定積極非行型(色型) 情緒不安定，社会的不適応，活動的
外肉的なのが特徴で.人格の不鈎衡が外にあらわれる型，非行行
上位群，下位m:を選定するために学力偏差値かち知能偏差値を~I 動に出やすいタ イプ。
いたその差をdとする。 dの分鼠は正規分布をしτいないので.四 第l表 性絡類型の群~II比較
分偏差 (0.)のQ，1・0.3を求め私その結果Q，1は…"'0，1>
-5であ町.Q，3は……+6>0.3であるととがわかった。とと
ではー 応 .dくー 7を下位群tして.d>+1 を上位~fとした。以
下上位群tい号のは学力偏差値と知能偏差値との差が+1以上であ
町.下位群というのは-1以下である。 Eの結果上位群は男子3名
女子E名Ul9名となり，下位群は男子6名女子1名のH名を選定し
た。
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上位ltt.A.B型に集中しており，下位群はC.D型にもみられ
E矢田部ギルフオド性格検査の実施結果
る。
Z 性格特徴について矢田部ギル7;1.ド性路診断テストを実施L.学業不』民生徒の性特
特徴をあきらかにしようとするものである。まずその性格とはどの
ようなものであるかを理解するととが必要である。一般に性格は個
人が当面するすべての状況に対するその個人の反応の総和であると
いわれている@また性格は個人の基本的傾向性であるともL、われる。
したがって性絡は ，先天的に規定きれた恒常不変的なものでなく.
次第に形成きれ発展するものであると考えられている。すなわち.
第2表 性格特徴の群glJ比絞{標準点.( )内の数字は平均}
生後において社会との相互交渉によって形成きれる。いわば生活史
的過程の産物であると考えられている。個人の性絡的特徴は.いろ
いろな集団内における彼の社会的地位とか役割，あるいはいろいろ
な集団の彼に対する要求と期待とが .その億人の性格の特質を形成
しているととになる。わたしたちが児童・生徒の性絡特性をしらべ
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て考察および指導を行なうにあたって重要なととは，児童・生徒が 1 Zの性格特性について，下位1.上位群を比較し，両群の性
おかれている社告的環境との関連をあきらかにしていく Eとが重要 絡特撮の傾向をあきらかにする。雨群の差の比絞的少ない性絡絡
な課題である。 徴は.c (気分の変化)N (神経質でない)0 (客観的)S (社
会的内向)などである。比較的差のみられる特徴は.T (思考的
内向)D (抑うつゆ A(服従的)1 (劣等感)G (活動的)な
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どである。 J:記ぬととから下位併の性科特徴の傾向として上位~l ， その3 その 4
に比べて物~jICとだわり .劣等感をもち行動に自信がなく消極的
で追FI:的な~ li'l がみられる。 H立昨はそれとは反対で.物 'Jïにこ
だわらず前秒的で.主体性もあり思考的外(1"灼である。しかしそ
の反自liI:{~:~h:.下位昨にJtベて自我意識が強くてやや利己的な傾
向がみられる。
3 性絡特徴の領域について
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5 考繋と結論
上何1l1.下(，'Wの生徒の性絡特徴については.第l• l • 3表の
とおりであ1).両nの特徴を比鮫するζとによって.その性絡の相
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違をみようとしたものである。
両群の性絡特徴のうちで比絞的差があると考えられた特徴は.'1 
(思考的活動性)，D (抑うつ性) ，A (支配的). 1 (劣等感)
G (一般的活動性)等である.下位群は上位Eh:.比べ .物事K対し
て消極的で自mがな<.情緒もやや不安定で依存性が強〈意欲が乏
しいというととがいえる。性絡が学習窓欲を蝿定するのか.学習適
応が性絡を規定するものなの由、どうか簡単Kかたずけられないもω
であろう。
今Hの教育は児:m.生徒の学力の向上を期待するあまり.児童・
生徒ひと町ひとりの性格や能力，動機等に対する教育的な配慮が乏
しく，いたずらに競争心をあおるなど外的動段による学習指導が多
くなってきている。 生徒みずから学習しようとする自発的な学習指
導法の配慮が必要なのである。そのためにはわれわれ教師は，児章
・生徒の性格特徴や興味 ，欲求等をじゅうぶん考慮して指噂にあた
らなければならない。ととに性絡的に問題のある児童・生徒につい L
ては科学的方法によって得た資斜をもとに個別的な指導等が是非必
第4表 父子日目係における父貌の態度
{実数.( )のうちは百分比 }
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要となって〈る山である。 下{官群の父子関係11.父鎮の矩符的 .不一致..世絡 .干渉の態度が
父子聞に好ましくたい関係となっτいる。
W親子関係診断検査の実施 下{慨は上佼群K比べて危険な父子関係Kあるものがが・とく
に父鎮の拒否 .厳島，干渉.不一致の態度が危険である。上位群K
人間関係のなかで .干どもの件格形成にもっとも大きい影響力を おいては溺愛の位験な父子関係が多い。
もつものは.1子関係であると一般にいわれてきている。子どもを (l) 母子関係について
正しく理解するためには1にその子どもの性絡を究明L.能力を測 第5表 母子関係におけるほ銀の態度
定するだけではふじ噛司ぶんなのである・1'1分の受け持つ児童・生 :. (1定数， ( )のうちは百分比}
従がどのような綾子関係のたかで生活L.現住どのような精神的交
抗がたされているか.そしてそれが児ilt.生徒の学業成績とどのよ
うに関係してきているかについて解明するととが竜要となってくる
のである.
綾子協係の診骨1.児1.生徒の性絡や行動がいかなる要因に由
来するかをあきらかにする上に大きな役割を果たすのである。また
一面i!I子関係を学業成績との関速において診断し ，それを教育的K
活用するととは児噴 ・生徒の性格の改書および学案成績の向上Kも
大いに役立つものである。
1 親子関係診断検査の期締果
下位1洋，上位訴の観と子との閲にどのような関係があるかをあき
らかにするため，日!研式規子関係診断テス トを実施し.その結果を
第1.5.6，7ikに示した。
(1) 父子関係について
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下位nの母子関係は.時1uの厳絡 .期待.干捗.不一致.消極的姫
否の態度が母子関根二時ましくない関係となっている。
母子関係における危険な関係は.父lU:比ベてやや少なく類型『
広がりも少ない.ただし準危険の類般については下位群の方は，上
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位群より広がりのあるととがわかる。厳格 (50: n) ，期待
(， 0:0)，干渉 (n: J J) ，不一致 05:0)，下位群
の~H!!の態度は上位群の母怨の態度に比べてかなり危険皮の大きい
ζとを示しτいるの
(3 ) 親子関係における両鎮の態度
第b表 観子関係における両認の態度 (実数)
Ml 厳 期 干 不 溺 盲 矛 不絡 待 渉 安 愛 従 盾 致
危険 。l 1 。1 。 Z I 
準危険 1 
トー
2 日 3 b u 
危険 3 1 。l 。。。
準危険 1 3 6 5 1 。。
雨続の態度を第6表にまとめ，上位群・下位群を比較するといっモ
う下位群の忽子関係における危険の度あいがあきらかになった。
。上位群の両親の態度……上位群の荷額の態度にみられる傾向と
しては.子どもを溺愛する両親の態度が目立つととである。
。下位詳の両銀の態度……下位群では雨続の不一致がもっと も多
< ，厳格.干渉，担否の態度の多いととがあきらかになった。
上記の結果によってあきらかにきれたととは.下位群の性格特徴
に大きな影響を与えると考えられる親の態度は.両親の態度の不一
致{子どもに情緒的不安.不満をいだか喧る)，厳格(頑固 ，命令
，統制，干渉) .拒否的態度(愛情の欠如 ，援助の拒否，無視). 
干渉的態度(支配的.保護的)等である。すなわち，下位鮮の両鎮
の態度で共通した特徴It.同組の窓見の一致がみられr.必聾以上
に観(}j考えを押しつけ期待しすぎる態度がみられる。とのような観
の態度はややもすると子Eもを傷つ付.学習への興味や意欲を阻害
する大きな要因とな町.子どもの情績を不安定にする原因ともなる
のである。
(4) 調査対象(母集団)の綾子関係における両親の態度
第7表 母集団親子関係診断倹査結集 {一一 一! ー| 危険
院大ケ//1準危険(数字は百分比)ドムμ4十I...--!正常
消極的短否 9:12i'oガ|
父 積極的拒否 .7:lptbl 
現
の
厳 格 1'4‘|伯'~'l1
子 期 待 '7.1イ寸;1
に 干 渉 γ己I:{5/~ 
対
E長 5:'I'I.:~q す~ 
る溺
盾愛従 ド|，!ー芯孟l仏←官V在一官一ー三一←二寸」l 1 
態 富
度
矛
|不 一 致!
消極的矩杏コ-ïl~--ー
母 積極的住否 912id
緩
の 厳 絡 9 ψチイ~!之_f_ 
子 期 待 11 W沼~
に
千
対
す不
捗1|9i初βi十~ 
安i7lすや|
る 溺 愛 7~矧
楼
1主 盲
矛 盾 Z_O_ V)， q 
!不 致 致 1s 1'%担任
。観子関係における父親と母親の態度はモれぞれととたっているζ
とである。やはり両規の家族内における立場の相違，性格の相違か
らきているものと思われる。
。母鋭の態度で危険な事例杖父綿花比べて全般に多<. tr.かでも子
どもに対する期待がも?とも多い。
。親子問の関係は，しばしば 般のそれとはととなるものがあるの
で.調査結果からだけでは理解きれない函のあるζとに注意したい。
2 結果と考察
上位群，下位鮮の生徒の銀子関係診断テストの結果から好まし〈
ない錫の態度がいくつかあすらかになった。特に注目されるものと
して.両親の~皮の不一致止拒否的態度および厳絡な緩の態度であ
る。これはいわゆる両親が，子どもの心理や能力に対する配慮がな
く.一方的に期待を寄せるという野心投彰型の貌の態度である。問
題のある綾子関係が子どもの情緒を不安Kさせ社会性をゆがめるE
とになり.学業成績にもなんらかの影響を与えるものと推定きれるe
子どもは観や教闘が勉強だけを強制し.いたずらに殺の期待を子ど
もに押しつけようとすればするほどその期待とは反対の方向に進品
それがいっそうおとなをあせらせるだけでよい結果は得られないの
である。学柔不娠の問題It.単に学業だけを切りはなして取り扱う
べきものでな<.やはり親子関係や生徒の性格特徴等についての診
断t治療が必要なのである。さらに学業不娠に付随してくる他の問
題も考慮しながら.あせらず一つ一つの問題K取り組んでいかなけ
ればならない。
V クレベリン精神作業検査の実施結果
ζの検査は，個人の精神のさまざまな働きをその現象型において
とらえ，そのうちにかくされている本質的なものをは健L，その特
震を理解しようとするものである。 ζζでは.:tの特質は，生徒伺
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人の全人絡像との有徴的関連の上において理解しようとするもので N.H男
ある。 その3
1 下位群生徒の個人的プロフィール
クレペリン1百神作業検査結果のプロ7ィー ルは.第Z図のとおり
であ町.検査結果の笹理に陥いた記号の説明をl):1C記す。
m……平均作業髭 .r..…・般大差 ，町……初頭努力、
S……動揺率.v・・….V字壇i込.f…・・・平匂誤びゅう量. u (定割). M (中高破)
(準h定型)
も・…・・休楓効果串 (8 H)分裂位性格.ヒステ 1)・・性性格
性格検査結果(平凡普通型)
第21A1個人別プロフィー ル 仕事へのとっつきが惑い。初頭意志緊張による作業量の突出がみら
M.K男 、 れない。慣れの因子もあまり.かない。しかも緊張の持続ができな
その1 ¥ 1¥ I Iml'71..1 い。
以f¥JV " 
u (定耳目). w (抜状型)
( ZH)回帰性性怖.ヒステ 1) 性ー性絡
性格検査結果(安定平凡型)
判定 a" 
L-目-ーーーー
初頭意~緊娠の現われがあり 'ci忘的努力がみられる。ただし作業量
花動揺が目立ち.一つの大きなfE込みがみられる。
M'. K到
その2 ¥A 
W ¥ 
(疑問型)
L (下降型). u (定型)
(S R)分裂性性格，ヒステ 1)-性性格
性絡検査結果(不安定積極型)
休』直後の作業訟の上昇(休強効果)が少ない。少しは興奮現象は起
N.S男
その4
¥「ぺ八八 lvγノ '<'-.J
日(水平型). t.l(中高型)
(異常型)
(8 H)分鎖性性格.ヒステ 1)_性性格
性絡検食結果(不安定積樋型)
初頭意志緊張陀よる作業琶の突出が全〈認められない。綬気.努力
にかけ.緊張がほとんどみられな〈休憩効果が全くない。
K.K女
その5
(準々定itJ)
w (波状型)
とるが，慣れの因子はあまり働かない。性絡上の欠陥止してあきっ。 (SH)分裂性性絡.ヒステリ一位性絡
ぼ〈気まぐれの徴候がみられ情緒的Kも安定を欠いている。 性絡検資結果{平凡普通型)
仕事1C1rらがあり.過度に緊濯するt思うt突然厳しい弛援が起ζ
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る。ド~.焦燥の現われが滋しく気持の動揺がみられる。 と.lPl研究(l下位院では回帰削t絡に比べて分裂性性格の方が多く，
~ : 6であった。分裂制性持者の一般的特徴として.新しい仕事や
u:l縫に慣れIt< < ， U: ')1をしようとしても意志の発動がなかなか銭
こらず，Jl応がおそいというととである。 ζの検査が児m.生徒の
学柔不振に関する問題の究明に役立つものであるととを知った。
W.L女
そのb
(異常型)
M (中高相). w (被jf(耳目)
む す び
教育の自作lは，兇31・生徒01倒性および能力を伸ばすととであり
寸1.06 I その有する能力Q)nf能性城大同郷きせる機会出てやると
判的P ! とである。すなわち， 側は押しつけではなく，手助けであるとい
われ，自主的な学習が学也知等法の研究や生活指導に質点rt，fC，取町
(z E) iol婦位性絡 ，てんかん性性絡 上げられているのである。しかしその反面 ，生徒数の激駒と経摂社
作業中意志の弛緩または解摘が厳しく .下降上昇が場銭である。ー 会の高llt/{.伴って学校教育までもオー トメ化l...テス トの点散な
種の~~緊張主考えられる。意志常警によるものか.または意志抑 ど花よってある防{すけがなされることがないわけではない。義務教
圧と呼ばれるなんらかの軒神殿能障害があるか ，さもなければ件絡 角の後期をHこなうめ学校ζそ生徒ひとりひとりの個性ゃ電力を考慮
的特徴によるものと考えられる。(なお ，スペー スの旅合上2名の l...個4の生徒の学習態度およびバーソナ '17ィの隔にまで研究と
ものは省略した)0 m;qの手を広げ引1ばしてい〈べきである。学業が長わないで持しん
でいる生徒(J)敬多くいる.IJi'U!rc おいて.~tc.<5:鋪 11. 乍力の Ißi rc.欠
Z 結果と考察 陥があるのか・その版肉がt川の ~I~的，~閃からか，あるいは彼ら
の性I~形成の耐に問題があ品のかたどK対する研究と配~が必要で
側々 のぬ鎗は.被験者の勾と同じにそれぞれーっとして全01じ あるととを¥i感するのであるの
ものはIi.られない。l，;かし全休をl'l向d"r.iれている始向を¥tると.
処つかの領有，)It分領することができた。件1書類砲によって分納する
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